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1.はじめに 

 補強土壁は盛土による土構造物であり，その特性は盛土材や盛土内の水位等に大きく依存する．しかしながら，

補強土壁の劣化機構が明確ではなく，また盛土内など不可視箇所の診断手法の確立に至っていないことが現状であ

る．そこで，(国研)土木研究所では，産官学の共同研究 1)を平成 26 年度から平成 27 年度にわたり実施し，補強土壁

の劣化シナリオを構築するとともに，点検，診断及び措置手法の整理を行った．このうち，整理した補強土壁の維

持管理技術の検証を目的として，構造形式の異なる三種の実大実験壁（以下，実大模型と記す）を構築し実験を行

った．本報では，実大実験による調査・措置技術の検証の中でも，調査の中の「変状要因」の検知技術として，電

気比抵抗及び常時微動測定を実施し，その有効性を検証した結果について報告する． 

2.実験概要 

 実大模型の諸元を表-1に示す．実大模型の構造形式は，帯鋼補

強土壁，ジオテキスタイル補強土壁（コンクリートパネル），アン

カー補強土壁の三種類とし，使用する盛土材は内部摩擦角=30°，

粘着力 c=10kN/m2，単位体積重量t=19.0kN/m3の土質条件，載荷

重及び浸透水なしの条件で各工法のマニュアル 2) 3) 4)に基づき設計

した．本実験は，補強土壁の劣化シナリオ 1)のうち，載荷重の影響

及び降雨の影響を誘因として，壁面変位が発生し，壁面材間の目地

の開きが生じた結果，盛土材のこぼれ出しが発生するシナリオを想

定したものである．盛土材は，盛土の不良（盛土材料の品質不良ま

たは盛土の締固め不足など）を想定して締固め管理値は補強土壁の

盛土材の締固め管理基準よりも低い 85%とした．  

3.各検知技術の概要および検証結果 

(1)電気比抵抗計測 

電気比抵抗計測は，電気探査を経時的に繰り返し行い，地盤の物

性変化(比抵抗変化)を観測する手法である．通常の測定方法は盛土

に電極を設置するが，地盤内に金属物が存在すると，その金属物が

ノイズとなり測定の障害となる．また，上部路面に電極を設置する

場合，実現場を想定すると規模の大きな交通規制が必要となる．そ

のため，本実験では，盛土内に鋼製の補強材を使用する帯鋼補強土

壁及びアンカー補強土壁は補強材を電極とし，ジオテキスタイル補強土壁は壁面材配筋を電極とすることで，補強

土壁での電気比抵抗測定において，ノイズの軽減及び実現場において交通規制の必要としない計測手法の適用性を

検証した．図-1に電極の設置位置を示す．なお，比抵抗変化モニタリングは，比抵抗映像法(2 極法電気探査)と平

面比抵抗測定を用いて 10 分毎に繰返し測定を行った．図-2は計測された比抵抗値を式(1)より見かけ比抵抗変化率

を算出しプロットしたものと水位を対比したものである．なお式中の基準データとは無載荷かつ注水前の値とした． 
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表-1 実大模型の諸元 

図-1 電極及び間隙水圧計の設置位置 

(b)アンカー補強土壁 

(a)帯状補強土壁 
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図-2より，両補強土壁において給水時の水位上昇により

見かけ比抵抗変化率が最大で帯鋼補強土壁で-53%程度，ア

ンカー補強土壁で-75%程度低下し，排水時の水位低下によ

り見かけの比抵抗変化率が両補強土壁とも 10~15%上昇す

る傾向が確認された．また，計測位置の違いでは，地下水位

以下にある補強材(帯鋼 F5~F6，アンカーC3~C6)は比抵抗

率の感度が高いことが確認された．各載荷時において見かけ

の比抵抗変化率の増減が確認されたが，明確な傾向が認めら

れなかった．なお，本報では紙面の都合上，鋼製の補強材を

有する補強土壁の測定結果を示したが，ジオテキスタイル補

強土壁においても同様の傾向が確認された 1)．  

(2)常時微動測定 

 常時微動測定は，地盤に常時作用している微小振動を計測

し，その振動特性により地盤の評価を行うものである．本実

験では，ジオテキスタイル補強土壁盛土部の常時微動特性の

抽出のため，盛土天端面に加え基礎部においても併せて計測

を実施し解析を行った．計測結果を図-3に示す．この結果

では，載荷の進行に伴い H/V ピーク時の振動数が 11Hz か

ら 21Hz に増加し，除荷後に 21Hz から 12Hz に減少する傾

向が確認された．図-4に本実験模型に対する簡易貫入試験

結果との対比図を示す．簡易貫入試験の打撃回数(累計)が盛

土構築完了時と比べ増大(約 1.3 倍)，すなわち盛土材の拘束

圧が高い状態であると H/V ピーク値も増加(約 1.75 倍)して

おり，双方の結果が対応する傾向が確認された． 

4.まとめ 

 本実験は変状要因の検知手法として，計測手法が規模の大

きな交通規制を必要としない電気比抵抗及び常時微動につ

いての有効性を検証した．電気比抵抗測定は盛土内の水位と

対比し，水位変動による比抵抗変化が捉えられていることを

確認した．常時微動測定は簡易貫入試験と対比し，盛土の拘

束圧に対して相関を示していることを確認した．これらの結

果より，電気比抵抗測定及び常時微動測定は盛土内部の状態

の検知に対して有効であると考える． 
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図-3 常時微動測定結果 

図-4 常時微動と簡易貫入試験の関係 

(a) 帯鋼補強土壁 

図-2 比抵抗変化率と水位の対比 
(b) アンカー補強土壁 

土木学会第72回年次学術講演会(平成29年9月)

 

-922-

Ⅲ-461

 


